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《
寄
稿
》 

川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
の
今
昔
と 

思
い
出
の
キ
ャ
ン
パ
ス
初
め
て
物
語
⑵ 

  
 
 
 

 
 

 

副
支
部
長 

黒
井 

登
起
雄 

 
 
 
 
 
 

 
 

（
昭
和
46
年
院
修
土
木
） 

 

【
プ
ロ
ロ
ー
グ
】 

前
報
（
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
電
子
版
第

8
号
）
で
述
べ
た

よ
う
に
、
昭
和
40

（1
9

6
5

）
年
に
私

は
、
東
洋
大
学
工

学
部
（
土
木
工
学

科
）
に
入
学
し
、

川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
（
大
学
院
修
士
課

程
を
含
め
て
）
6
年
間
を
過
ご
し
た
卒
業
生
で

す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
を
離
れ
て
か
ら
50
年
の
時
間

が
経
過
し
ま
し
た
。
工
学
部
（
川
越
）
キ
ャ
ン

パ
ス
の
草
創
期
に
在
学
し
て
い
ま
し
た
の
で

（
工
学
部
5
期
生
〈
土
木
工
学
科
4
期

生
〉）、
発
行
さ
れ
た
会
誌
・
機
関
紙
・
部
報

*1
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
参

考
資
料
に
し
て
、「
土
木
工
学
科
同
窓
会

（
現
在
の
『
土
木･

環
境･

デ
ザ
イ
ン
学
科
同

窓
会
』）
」「
東
洋
大
学
硬
式
庭
球
部
・
テ
ニ

ス
部
」
の
始
ま
り
（
初
め
て
）
物
語
に
触
れ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
大
部
分
の
工
学

部
卒
業
生
お
よ
び
現
役
の
在
学
生
に
と
っ

て
、
初
め
て
知
る
こ
と
に
な
る
キ
ャ
ン
パ
ス

情
報
と
思
い
ま
す
）。
私
自
身
に
と
っ
て

も
、
こ
れ
ら
の
話
は
、
非
常
に
古

く
、
思
い
出
し
、
整
理
す
る
の
に

大
変
苦
労
致
し
ま
し
た
。 

 

【
土
木
会
の
始
ま
り
】 

土
木
工
学
科
は
、
昭
和
37

（1
9

6
2

）
年
に
工
学
部
（
川
越
キ

ャ
ン
パ
ス
）
に
設
置
さ
れ
、
昭
和

41
（1

9
6
6

）
年
に
最
初
の
卒
業

生
を
輩
出
さ
せ
て
い
ま
す
。
私
が

入
学
し
た
と
き
は
、
土
木
一
期
生

が
4
年
生
で
し
た
。「
土
木
会
」

は
、
昭
和
38
（1

9
6
3

）
年
頃
に

土
木
工
学
科
内
に
作
ら
れ
た
学
生

の
研
究
サ
ー
ク
ル
（
自
主
的
な
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
に
相
当
）
で
、
学
生
の

土
木
技
術
者
と
し
て
の
技
術
と
意

識
向
上
を
目
指
し
て
発
足
し
、

「
測
量
研
究
会
」「
ボ
ー
リ
ン
グ

研
究
会
」
な
ど
に
分
か
れ
て
活
動

し
て
い
ま
し
た
（
私
は
運
動
部
に

居
り
ま
し
た
の
で
、
土
木
会
は
疎

遠
で
し
た
）。 

「
土
木
会
」
会
誌
の
「
道
」
*1
に
は
、
当
時

の
教
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿
も
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
寄
稿
タ
イ
ト
ル
と
執
筆
者
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。 

①
『
土
木
工
学
科
第
一
回
卒
業
生
を
送
る
・

主
任
教
授
藤
本
治
義
（
写
真-

2
参
考
）』『
最
初

の
卒
業
生
を
送
る
・
佐
島
秀
夫
教
授
』『
立
派

に
な
っ
た
土
木
科
・
富
山
泰
全
助
手
』（
以

上
、
第
2
号
） 

②
『
所
感
・
主
任
教
授
藤
本
治
義
』
『
就
職

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉

県
東
部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、

企
画
案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情

報
を
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、

不
定
期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。 

 

速
報
内
容
は
、
支
部
役
員
お
よ
び

会
員
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を

写
真
と
と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電

子
版
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
東
洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部
ブ

ロ
グ
に
も
掲
載
す
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
支
部
のE

-M
ail

登
録

会
員
の
皆
様
に
も
配
信
し
ま
す
。
奮

っ
て
お
読
み
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

  
 

 

支
部
広
報
担
当
（
副
支
部
長
） 

黒
井 

登
起
雄 

 

写真-3 土木同窓会の機関紙「いしずえ」（昭和 45年発刊）*2 

 

写真-1 土木工学科「土木会」の会誌（1965 年第 2 号）など 

 

写真-2 「土木会」の会誌「目次」と「寄稿（主任教授）」 
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に
つ
い
て
・
笹
尾
義
一
講
師
』（
以
上
、
第
3

号
） ③

『
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
・
前
主
任
教
授

藤
本
治
義
』『
民
族
的
生
命
力
・
桑
原
弥
寿
雄

教
授
』『
就
職
に
つ
い
て
・
笹
尾
義
一
講
師
』

（
以
上
、
第
4
号
） 

④
『
二
つ
あ
る
事
の
効
用
・
岩
﨑
訓
明
助

教
授
』『
雑
文
・
萩
原
国
宏
助
教
授
』『
勉
強

と
い
う
こ
と
・
赤
木
俊
充
助
教
授
』
『
桑
原
先

生
の
思
い
出
・
笹
尾
義
一
講
師
』『
雑
文
・
新

藤
静
夫
講
師
』（
以
上
、
第
5
号
） 

⑥
『
無
題
・
高
田
孝
信
教
授
』『
就
職
の

件
・
萩
原
国
宏
助
教
授
』『
昔
の
話
・
笹
尾
義

一
講
師
』
以
上
、
第
6
号
） 

土
木
工
学
科
の
草
創
期
（
第
一
期
か
ら
第
四

期
頃
ま
で
）
の
卒
業
生
に
と
っ
て
は
、
懐
か
し

い
教
員
の
名
前
（
写
真-

4
）
を
目
に
留
め
た

り
、
読
ん
で
み
た
い
寄
稿
文
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？ 

如
何
で
し
ょ
う
か
？
*3 

昭
和
41
（1

9
6
6

）
年
の
会
誌
「
道
」
に
は
、

㈳
土
木
学
会
の
「
関
東
土
木
系
学
生
会
」
に
加

盟
し
た
学
外
活
動
な
ど
も
含
め
て
、
学
生
の
産

学
協
同
の
取
組
み
や
、
土
木
会
の
工
学
祭
展
示

な
ど
の
学
内
活
動
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
、
研
究
会
サ
ー
ク
ル
（
測
量
研

究
会
、
ボ
ー
リ
ン
グ
〈
試
錐
〉
研
究
会
、
水
理

研
究
会
）
の
報
告
・
案
内
、
課
題
報
告
（
夏
季

実
習
、
冬
休
み
課
題
）、
見
学
会
報
告
と
感
想

な
ど
も
丁
寧
に
、
詳
細
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
研
究
サ
ー
ク
ル
や
、
産
学
協
同
授
業
の
一

環
に
あ
た
る
夏
季
実
習
報
告
は
、
会
誌
「
道
」

の
特
徴
的
な
記
載
内
容
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。 *1 

土
木
会
誌
「
道
」
創
刊
号
の
発
行
は
、
昭
和

39
（1

9
8
4

）
年
と
思
い
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
、
私
の
手
元
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
お
持
ち
の

方
は
ご
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。 

*2 

写
真-

3
の
『
土
木
』
の
揮
毫
は
、
土
木
工
学

科
会
議
室
に
額
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
卒
業
ア
ル
バ
ム
（
昭
和
44
年
）
か

ら
複
写
・
編
集
し
た
も
の
で
す
。 

*3 

土
木
会
誌
「
道
」
に
お
け
る
読
ん
で
み
た
い

寄
稿
文
が
あ
れ
ば
、
寄
稿
文
の
コ
ピ
ー
を
私
か

ら
お
送
り
い
た
し
ま
す
（P

D
F

）
の
で
、
そ
の

旨
をE

-M
ail

で
お
連
絡
し
て
下
さ
い
。

（saita_
east@

y
ah

o
o

.co
.jp

 

黒
井
宛
） 

 

【
土
木
同
窓
会
の
始
ま
り
】 

『
土
木
同
窓
会
』
は
、
昭
和
44

（1
9

6
9

）
年
11
月
3
日
（
工
学

祭
）、
名
誉
会
長
に
本
間 

仁
教
授

（
工
学
部
長
）、
土
木
工
学
科
の
諸

先
生
に
顧
問
を
お
願
い
し
て
承
認
・

発
足
致
し
ま
し
た
（
写
真-

3
、
第

一
回
同
窓
会
機
関
紙
）。
こ
の
時
、

同
窓
会
は
、
規
約
の
整
備
に
取
り
掛

か
っ
た
段
階
で
、
組
織
が
整
っ
て
お

ら
ず
、
各
卒
業
期
（
第
一
～
四
期
）
の
代
表
幹

事
（
役
員
）
が
中
心
に
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま

し
た
（
写
真-

5
）。
私
も
、
土
木
工
学
科
第
四

期
卒
業
生
（
大
学
院
修
士
1
年
）
と
し
て
高
田

清
美
氏
（
故
人
）
と
と
も
に
、
幹
事
を
務
め
て

運
営
に
協
力
し
て
い
ま
し
た
。
創
刊
し
た
同
窓

会
機
関
紙
「
い
し
ず
え
」
に
は
、
多
く
の
教
員

か
ら
寄
稿
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
寄
稿
タ
イ

ト
ル
と
執
筆
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

『
友
・
本
間 

仁
工
学
部
長
』『
土
木
工
学

科
主
任
と
し
て
卒
業
生
へ
一
言
・
高
田
孝
信
教

授
』『
会
報
発
行
に
さ
い
し
て
一
言
・
笹
尾
義

一
実
験
講
師
』『
友
を
求
め
よ
・
羽
生
護
助

手
』（
以
上
、
第
1
号
） 

『
卒
業
生
諸
君
へ
・
扇
田
彦
一
教
授
』『
大

学
教
師
の
任
務
・
赤
木
俊
充
助
教
授
』『
ク
ラ

ス
会
・
富
山
泰
全
助
手
』（
以
上
、
第
2
号
） 

ま
た
、
卒
業
生
か
ら
の
寄
稿
、
キ
ャ
ン
パ
ス

情
報
、
学
校
通
信
、
建
物
新
設
の
報
告
な
ど
、

盛
り
沢
山
で
す
。「
同
窓
会
費
納
入
」
の
お
知

ら
せ
も
！
（
当
時
の
二
年
間
の
会
費
千
円
） 

機
関
紙
「
い
し
ず
え
」
第
3
号
以
降
は
、
発

行
不
明
で
す
。
ご
存
知
の
方
は
、
教
え
て
下
さ

い
*4
。 

*4 

昭
和
46
（1

9
7

1

）
年
に
就
職
（
東
京
都
立
大

学
助
手
）
し
、
東
洋
大
学
を
離
れ
ま
し
た
。 

 

【
エ
ピ
ロ
ー
グ
】 

土
木
工
学
科
「
土
木
会
」「
土
木
同
窓
会
」

の
始
ま
り
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
な
が
ら
綴
っ

て
み
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
は
、
社
会
状
況
の
変

化
と
と
も
に
役
目
と
取
組
み
が
変
わ
っ
て
き
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
土
木
工
学
科
も
、
平
成

7
（1

9
9
5

）
年
に
環
境
建
設
学
科
へ
、
平
成
21

（2
0

0
9

）
年
に
（
理
工
学
部
）
都
市
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
科
に
科
名
変
更
を
繰
り
返
し
て
現
在
も

続
い
て
い
ま
す
。「
土
木
同
窓
会
」
も
、「
土

木
・
環
境
・
デ
ザ
イ
ン
学
科
同
窓
会
」
と
し
て

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
（
写
真-

6
）
*5

。 

*5 

「
土
木
・
環
境
・
デ
ザ
イ
ン
学
科
同
窓
会
」

の
活
動
状
況
、
近
況
報
告
、
連
絡
事
項
な
ど

は
、
同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。 

h
ttp

://to
y

o
-o

b
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u
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写真-4 草創期（昭和 44 年まで）の懐かしの教員 

（卒業アルバムより） 

 

写真-5 昭和 45 年の土木工学科同窓
会の発足（卒業アルバムより） 

 

写真-6 理工学部「土木・環境・デザイン学科同窓会」ホーム
ページおよび令和 3（2021）年度 Zoom による総会
（2021.8.22） 
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